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Ｉ．緒　言

　情報メディアの進歩は，生活における利便性を向上させ，経済

成長に寄与してきた。そして，情報メディア産業の市場拡大は今

後も益々期待されている１）。このような流れの中で，様々な種類

の情報メディアが登場しており，情報の氾濫に対する警鐘もなさ

れている。例えば，子どもの長時間のテレビの視聴は，集中力の

欠如，怠学，学業成績の低下と関連していることが報告されてい

る２）。つまり，生活を豊かにするための情報メディアが，その利

用状況によっては，かえって人々の健康や生活の質に悪い影響を

与える可能性がある。そこで，情報メディアの利用状況と健康に

関連する生活の質（Health related quality of life: 以下HR-QOL

とする）との関係ついて検討する必要があると考えた。

　また，多くの情報メディアが開発され使用されるようになった

ことを受け注目されている行動の一つに，メディアマルチタスク

がある。メディアマルチタスクとは，同時に複数の情報メディア

を使用することであるが，コンピューターの普及にあいまって若

年層を中心に益々広まってきている４）。現在では，メディアマル

チタスクと人の認知機能の関係を明らかにする研究も展開されて

おり，メディアマルチタスクをよく行う者は，複数の感覚をうま

く統合して課題を行ったり５），同時に行っている二つのタスクを

切り替える能力に優れているとの報告がある６）。その一方で，メ

ディアマルチタスクを頻繁に行う者は，視空間性のワーキングメ

モリ（Working Memory 以下 WM とする），視覚的な検索場面

での課題関連情報への選択的注意，タスクの切り替えなど認知機

能においてよい成績を示さないことが報告されている７）。一方，

これまでの研究からリーディングスパンテスト（Reading Span 

Test:以下RSTとする）によって測定される言語性のWMは，処

理機能や注意制御機能などの要因を反映した課題８）であるとされ

ていることからメディアマルチタスクなどのメディアの利用状況

は，言語性 WM とも関連していると考えられる。しかし，言語性

の WM の容量との関連について検討した研究は見当たらない。

　ところで，WM は一定の認知課題を行いながら一時的に情報を

保持し処理するシステムである９）。そして，日常生活を支える“脳

のメモ帳”としてとらえられており，処理すべき情報が WM の容

量を超えたとき，物忘れや行為のし忘れ，ヒューマンエラーなど

一時的な注意制御の機能不全を引き起こすとされている10）。つま

要約：本研究の目的は，情報メディアの利用状況がワーキングメモリ (Working Memory 以下 WM とする ) および人々の健

康に関連する生活の質 (Health related quality of life: 以下 HR-QOL とする ) と関係しているかを確認することであった。大

学生43名 ( 男性17名，女性26名：平均年齢21.3±1.1歳 ) に，情報メディアの利用時間，メディアマルチタスクの頻度および HR-

QOL についてたずねた。また，リーディングスパンテストを行い WM の容量を測定した。相関係数を算出しその関係性につ

いて検討したところ，女性ではメディアマルチタスクの頻度と HR-QOL( 活力，社会生活機能，日常役割機能 ) の間には負の

相関が見られた。また，印刷物の利用と WM とは正の相関があったが，全体的健康感とは負の相関があった。SNS，SMS，

メールの利用は，活力および心の健康と負の相関があった。男性では，動画の利用は WM および全体的健康感と負の相関が

あった。Word や Excel などの利用は，HR-QOL( 全体的健康感，活力，社会的機能 ) と正の相関があり，うつ傾向とは負の相

関があった。以上のことから，情報メディアの利用状況と WM および HR-QOL との間には一定の関連性が確認された。しか

し，性差や情報メディアの種類によって，その関係は異なることが明らかとなった。

キーワード：情報メディア，メディアマルチタスク，ワーキングメモリ，HR-QOL，大学生

大学生の情報メディア利用状況と

ワーキング・メモリおよび健康に関連する生活の質 (HR-QOL) との関連

Relevance between Media Usage, Working Memory, and Health Related Quality of 

Life in University Students

　太田　達也 *　　小川　久美子 *　中野　沙紀 *　加藤　佳子 **

　Tatsuya OHOTA*   Kumiko OGAWA*   Saki NAKANO*  　Yoshiko KATO**



（80）

－　　－80

り，人の情報処理能力に一定の限界があることを想定すると，情

報メディアの進歩に伴って生じている情報量の過大な負荷は WM

の容量の超過を意味する。そして，結果的に日常生活に支障をき

たす可能性がある。例えば，Becker ら11）はメディアマルチタス

クをよく行う者の認知機能の脆弱性に注目し，メディアマルチタ

スクは，うつや社会性不安といった心の健康の予測因子となるこ

とを示唆している。さらに，言語性の WM は問題解決過程に影響

していることも明らかにされている12）ことから，言語性の WM

は日常生活における問題解決場面に関連することが考えられる。

そこで，言語性の WM は日常役割機能などの HR-QOL と関連し

ていると考えた。

　本研究では図１に示した仮説に基づいて情報メディアの利用状

況は，直接，HR-QOL に関連するとともに言語性 WM の容量を

媒介し HR-QOL と関連していると仮定し検討した。 

ワーキングメモリ 
情報メディア 

利用状況 

健康に関連する 

生活の質 

(HR-QOL)

 図１　情報メディアの利用状況，ワーキングメモリおよび
健康に関連する生活の質に関する仮説モデル

　

Ⅱ．方　法

１．調査対象者と手続

　調査対象者は，日本語を母語とする神戸大学の学生43名（男性

17名，女性26名：平均年齢21.3±1.1歳）であった。

　本調査は，神戸大学人間発達環境学研究科研究倫理審査委員会

の承認を得て行った。

２．調査内容

１）メディアマルチタスク指標2013

　Ophir ら７）の作成したメディアマルチタスク指標（以下 MMI

という）を改定し MMI2013を作成した。Ophir ら７）の開発した

MMI では，12の情報メディアが取り上げられている。しかし，調

査を行った2013年における日本での情報メディアの利用状況の実

情に即していない分類が見られた。そこで，日本での情報メディ

ア利用の実情と回答者の答えやすさを考慮しながら健康行動科学

を専門とする教員１名と学生３で情報メディアの分類について協

議を行った。その結果，最終的に７種類の情報メディアに分類し

質問紙を作成した。

　７種類の情報メディアは，印刷物（例：雑誌，漫画，小説），動

画（例：TV，YouTube や Hulu 等の動画，TV や PC，スマート

フォンで行うゲーム），音声（例：iPod，CD，ラジオ，英語等の

教材，落語），電話・携帯電話での通話，インターネット検索シス

テムの利用，SNS，SMS，メール（例：Facebook，Line，mixi，

twitter），そのほか PC やスマートフォンで行うアプリケーショ

ン（例：ワード，エクセル，パワーポイント）であった。

　まずはじめに，７種類の情報メディアそれぞれについて，主に

使用する情報メディアとして１週間に何時間使用するかを回答さ

せた。次に，７種類それぞれの情報メディアを主に使用するメディ

アとして使用している間に他のメディアをどの程度使用している

か「全くない」「たまに」「時々」「いつも」の４件法で回答させ

た。

　そして，Ophir ら７）の研究と同様「全くない」を０に，「たま

に」を0.33に，「時々」を0.67に，「いつも」を１とし，次の式に

より MMI を算出した。

6

i=1

mi×hi
htotal

注）mi は７種類それぞれの情報メディアを主に使用している時
の，他のメディアの同時使用の程度を重みづけしたもの示す。
hi は１週間に７種類それぞれの情報メディアを主に使用して
いる使用時間を示す。htotal は１週間に７種類それぞれの情
報メディアを主に使用している使用時間の合計を示す。

　分析には，７種類すべての情報メディアの１週間の総利用時間，

７種類それぞれの情報メディアの１週間の利用時間および MMI

を使用した。

２）健康に関連する生活の質

　疾病患者から健康な者の HR-QOL を連続的に測定することが

できる SF-36v2を使用した。SF-36v2は，国際的に最も普及して

いる HR-QOL を測定する尺度である。情報メディアの使用が主

に認知機能に関連すると仮定したことから，全体的健康感，活力，

社会生活機能，日常役割機能（精神）および心の健康について測

定した。

　また，心の健康については Zung13）の開発した抑うつ尺度 SDS

（Self-rating Depression Scale）をもとに福田ら14）が作成した日

本語版 SDS を使用し，抑うつの程度についても検討した。SDS

は「憂うつ，抑うつ，悲哀」「日内変動」「啼泣」「睡眠」「食欲」

「性欲」「体重減少」「便秘」「心悸亢進」「疲労」「混乱」「精神運動

性減退」「精神運動性興奮」「希望のなさ」「焦燥」「不決断」「自己

過小評価」「空虚」「自殺念慮」「不満足」の20の質問項目から構成

されており，「めったにない（１点）」，「ときどき（２点）」，「しば

しば（３点）」，「いつも（４点）」の４件法で回答させた。

３）リーディングスパンテスト

　苧坂15）が開発した日本語版 RST を使用し，言語性 WM の容量

を測定した。２文条件から５文条件までの各文条件を５試行ずつ

行った。２文条件で10文，３文条件で15文，４文条件で20文，５

文条件で25文の合計70の文章を使用した。

　なお，RST の評定方法には，総正再生数とスパン得点を使用し

た。総正再生数とは RST の全単語の再生数を合計したものであ

り，最大値はテストに用いられた文章数に等しくなる。スパン得

点の算出は，各文条件５試行中３試行以上正解した場合にその文

条件を成功したものと見なし成功した文条件までを得点化する方

法である。また成功できた文条件のひとつ上の文条件で５試行中

２試行完答できた場合には0.5点が追加される。例えば，３文条件

を３試行正解した場合，スパン得点は３点であるが，さらに４文

条件で２試行正解した場合は0.5点が追加され3.5点となる。WM

の容量とは一時的に保持できた情報数のことであり，それを反映

しているのは文条件内で完答できた試行数であると考えられるこ

とから，スパン得点の算出は WM の容量の推定に適している16）。
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Ⅲ．結果と考察

１．対象者の特徴

　対象者から報告された１週間当たりの情報メディアの使用時間

の男女別の平均値を表１に示した。７種類の情報メディアの総利

用時間は男性よりも女性の方が長かった。また，メディアマルチ

タスクの程度についても，男性よりも女性の方が高かった。そし

て，７種類それぞれの使用時間についてみてみると，SNS, SMS, 

メールの利用時間は男性よりも女性の方が長く，女性は男性より

も情報メディアを人とのコミュニケーションに使用する傾向にあっ

た。この点は，先行研究と同様の傾向であった17, 18）。

　HR-QOL およびうつ傾向，WM については男女差は見られな

かった。

　なお，HR-QOL 得点について平均値を50とする国民標準得点に

換算しその平均値と標準偏差を算出したところ，全体的健康感50.4

±6.7，活力46.9±7.5，社会生活機能47.6±9.0，日常役割機能36.8

±8.9，心の健康49.7±8.5であり，HR-QOL は低い傾向であった。

スパン得点の平均値と標準偏差は，女性3.27±0.94，男性3.38±

0.72で先行研究12）よりもやや高い値であった。MMI の平均値と

標準偏差は，女性1.72±0.50，男性1.26±0.91であり，男性でマル

チメディアタスクを頻繁に行う者とそうではない者とが存在する

ことが示された。

表１　１週間当たりの情報メディアの男女別使用時間と t 検定結果

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1　1週間当たりの情報メディアの男女別使用時間とt検定結果

項目 性別 N M SD t p minn max

女性 26 48.2 20.3 19.0 82.5

男性 17 33.8 18.0 12.0 80.0

女性 26 1.7 0.5 0.9 3.0

男性 17 1.3 0.9 0.3 3.9

女性 26 4.5 4.9 0.0 15.0

男性 17 3.5 3.7 0.0 14.0

女性 26 11.0 8.6 0.0 30.0

男性 17 7.4 6.0 1.0 20.0

女性 26 7.1 6.4 0.0 22.0

男性 17 6.8 5.4 1.0 20.0

女性 26 1.0 0.8 0.0 3.0

男性 17 0.6 1.0 0.0 4.0

女性 26 7.8 5.5 1.0 25.0

男性 17 5.4 4.6 0.5 15.0

女性 26 9.5 6.8 3.0 30.0

男性 17 4.8 4.8 1.0 15.0

女性 26 7.2 8.7 0.0 40.0

男性 17 5.4 7.4 0.0 30.0

df=41

2.46

Word，Excelなど
(時間)

総利用時間
(時間)

印刷物
(時間)

動画
(時間)

音声
(時間)

電話・携帯電話
(時間)

インターネット
(時間)

SNS, SMS, メール
(時間)

MMI 2.14 .040

0.73

2.38

.468

.135

.861

.164

.132

.018

.472

.022

0.73

1.52

0.18

1.42

1.54

df＝41

２．情報メディアの利用状況，WMおよびHR-QOL との関係

　男女で，情報メディアの利用状況に異なった傾向が見られたの

で以降の分析は男女別に進めた。メディアの利用状況，WM およ

び HR-QOL との相関係数を男女別に算出し，その関係性につい

て検討した。（表２－１，２）

　情報メディアの過多な利用状況は認知機能にネガティブな影響

をもたらすことから，情報メディアの総利用時間とマルチタスク

の程度は WM の容量と負の関連性があると予測した。しかし，男

女とも情報メディアの総利用時間およびマルチメディアタスクの

程度は，WM の容量と関連していなかった。

　しかし，情報メディアの種類ごとに個別で利用時間との関係を

見てみると，関連のある情報メディアもあった。女性では印刷物

の利用時間は，スパン得点と正の相関関係があった。WM の容量

と読む能力との関連については，これまでの研究からも確認され

ており19），得られた結果は妥当であった。一方男性では，動画の

利用時間は WM の容量と負の関連があることが示された。また，

女性では負の関連がある傾向が見られた。子どもを対象とした調

査ではあるが，テレビの長時間視聴が，集中力の欠如を引き起こ

すなどの報告がこれまでにされている２）。この報告と今回の結果

を合わせて考えると，長時間の動画の視聴は WM の注意制御機能

に影響しその容量の減少とつながっている可能性がある。つまり，

情報メディアの種類によりその利用状況と WM の容量との関係は

異なることが予測される。そのため，今後は対象者の発達段階も

考慮しながら，どのような情報メディアが関連しているかを検討

し，よりよい情報メディアの在り方を検討する必要があると考え

る。

　次に，情報メディアの利用状況と HR-QOL との関係について

見てみると，男女ともで情報メディアの総利用時間はHR-QOLと

全く関連していなかったが，女性ではメディアマルチタスクの頻

度は活力，社会生活機能，日常役割機能と負の相関関係があった。

つまり，女性にとってはメディアマルチタスクの頻度は低い HR-

QOL と関連するが，男性にとっては必ずしもそうではない。男性

に比較して女性の方がメディアの総利用時間が長く，マルチメディ

アタスクを実行している時間も長時間となっている可能性がある。

そのため，女性においてはマルチメディアタスクと HR-QOL の

関連が顕著となったことが予測されるが，詳細についてはさらな

る検討が必要である。

　個別の情報メディアとの関連については，女性で印刷物の利用

は全体的健康感と SNS，SMS，メールなどのソーシャルメディア

の利用は活力および心の健康と間に負の関連があることが示され

た。しかし，Ran & Louis20）の研究では，新聞や雑誌の利用は

QOL の高さと関連していることが示されており，女性の印刷物の

利用と WM の容量，QOL との関係については，さらに検討の必

要がある。また，総務省情報通信政策研究所の報告によるとソー

シャルメディア利用時に悩んだり，負担に感じることがある人の

割合は56.9％であり，女性は男性に比べ悩んだり，負担に感じる

ことがある割合が高いことが報告されている21）。このことから，

ソーシャルメディアの利用と活力および心の健康との間の負の関

連は妥当な結果であった。

　そして，男性では動画の利用は HR-QOL の全体的健康感と負

の関連がみられた。今回の研究では，動画の利用が HR-QOL を

低下させるのか，HR-QOL の低い者が動画をよく利用するのか言

及できない。しかしこの点については，いくつかの先行研究によっ

て検討されており，テレビやビデオゲームの長時間にわたる利用

は学業成績や QOL に悪い影響を与えることが確認されてい

る２，20，22-24）。また，これらの先行研究では背景要因として経済状

況，親の養育態度，自己管理スキルなどが関連していることも示

唆されている。そのため，今後は経済状況や心理社会的要因との

かかわりを含めて詳細にその関係性を検討する必要がある。その

一方で，映画館での映画の鑑賞やレンタルビデオの視聴は，QOL

の高さに関連しているとする報告や20）， 教育的なテレビ番組は学

業成績に良い影響を与えるという結果も得られている25）。つまり，

視聴時間といった量的な側面だけではなく，QOL を高めるような
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動画の内容等質的な側面についても今後検討されることが望まれ

る。また， Word や Excel などの利用は，HR-QOL の全体的健康

感，活力，社会生活機能と正の相関が示され，うつ傾向と負の相

関が示された。他の研究においてもコンピューターの利用は QOL

と正の相関関係にあることが示されている20）。

　最後に，WM の容量と HR-QOL との関係について見てみると，

女性では WM の容量と HR-QOL との間には関連が見られなかっ

たが，男性では WM の容量と HR-QOL の活力，日常役割機能，

心の健康との間に正の相関関係がある傾向が見られた。つまり，

男性では当初予測した通り，WM が日常生活を支える“脳のメモ

帳”として役割を果たしている可能性が高い。しかし，今回の調

査では調査対象者数が少ないため，そのような傾向がみられるに

とどまった。今後は調査対象者数を増やし検討する必要がある。

　また，次のような点が研究の限界として考えられる。今回の調

査対象者が一つの国立大学の学生であったことによる選択バイハ

スの問題が存在する可能性である。そのため，生活スタイルが類

似していることや，WM の容量についても一定の偏りがあった可

能性がある。今後，一般化できる結果を得るためには，異なった

大学からより多くのデータを収集する必要がある。そして，HR-

QOL に関連する生活スタイル要因として情報メディアに接してい

る時間だけではなく，睡眠時間や運動時間などもあわせて調査す

る必要があると考えられる。また，本研究では MMI2013を作成

しマルチメディアタスクの状況について評価し一定の結果を得る

ことができたと考えられるが，メディアの開発が急速に進む今日

においては，その使用方法も異なってくる可能性がある。そのた

め，分類の妥当性については，常に検討を行わなくてはならい。 

Ⅳ．結　論

　情報メディアの利用状況が認知過程に関連することから，情報

メディアの利用状況は WM に関連し，最終的に HR-QOL と関係

していると想定して検討を行った。その結果，男女によって異なっ

た結果が得られるとともに，情報メディアの種類によって，WM

や HR-QOL との関係は，ポジティブな関係とネガティブな関係

の両方が見られた。つまり，情報メディアを使用する生活状況は

男女によって異なっており，どのような情報メディアをいかに使

用するかが，WM に代表される認知機能や HR-QOL との関係の

在り方を決定すると考えられる。

Ⅴ．付　記

　本研究は，第１著者が神戸大学発達科学部に提出した卒業論文

を再分析・加筆・修正したものである。

謝　辞

　本研究を行うに当たってご助言くださいました元神戸大学准教

授辻本悟史先生に心からお礼申し上げます。

表２－１　情報メディアの利用状況とワーキングメモリおよび HR-QOL の相関（女性 N=26）

† :p<.1, *: p<.05, **:p<.01, ***p<.001

表２－２　情報メディアの利用状況とワーキングメモリおよび HR-QOL の相関（男性 N=17）

† :p<.1, *: p<.05, **:p<.01, ***p<.001

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表2-1　情報メディアの利用状況とワーキングメモリおよびHR-QOLの相関（女性 N=26)

総利用時間 -.17 -.17 -.22 -.22 .22 .27 -.06 .04

MMI .23 .26 .02 -.43 * -.42 * -.55 ** -.04 .13

印刷物 .40 * .29 -.62 ** .05 .02 .08 -.06 -.01

動画 -.33 -.35 † .01 -.34 † .16 .09 .11 .27

音声 -.17 -.06 .18 .18 .18 .20 .12 -.15

電話・携帯電話 .27 .24 -.32 -.05 -.26 -.35 † -.26 .15

インターネット -.12 -.13 .00 -.04 .34 .32 .09 .17

SNS, SMS, メール -.19 -.16 -.17 -.41 * -.16 .23 -.45 * .22

Word，Excelなど .03 .02 -.15 .02 .15 .00 .02 -.36 †

スパン得点 1.00 .87 *** -.33 .25 -.20 -.16 .09 -.10

総正再生数 .87 *** 1.00 -.04 .28 -.01 -.10 .05 -.04

M

SD

†:p<.1, *: p<.05, **:p<.01, ***p<.001

心の健康 うつ傾向スパン得点 総正再生数 全体的健康感 活力 社会生活機能 日常役割機能

82.69 60.58 71.15 39.23

0.94 10.50 9.70 12.61 17.70

3.27 51.31 65.96 55.77

15.56 13.29 5.52

 

表2-2　情報メディアの利用状況とワーキングメモリおよびHR-QOLの相関　(男性 N=17)

総利用時間 -.24 -.19 -.10 .42 † -.03 .11 -.14 .10

MMI -.15 -.14 .36 .47 .17 .05 .31 -.27

印刷物 -.05 -.02 -.13 .05 -.31 -.32 -.06 .02

動画 -.43 † -.66 ** -.57 * -.36 -.35 -.31 -.43 † .47 †

音声 -.02 .06 -.29 .25 .01 .10 -.20 .17

電話・携帯電話 .08 .02 -.07 -.24 -.33 -.34 -.25 .26

インターネット -.33 -.23 .07 .38 -.08 .14 -.06 -.01

SNS, SMS, メール .14 .12 -.06 .19 -.13 .17 -.34 .33

Word，Excelなど -.11 .10 .50 * .78 *** .55 * .44 † .48 † -.52 *

スパン得点 1.00 .81 *** .14 .08 .14 .17 .15 -.06

総正再生数 .81 *** 1.00 .41 .43 † .40 .44 † .43 † -.33

M

SD

†:p<.1, *: p<.05, **:p<.01, ***p<.001

うつ傾向スパン得点 総正再生数 全体的健康感 活力 社会生活機能 日常役割機能 心の健康

17.71 21.47

3.38 51.82 60.29 58.46 80.15

0.72 6.12 16.05 17.67 19.38 8.50

62.75 70.88 37.47
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